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(57)【要約】
　本発明は、毛髪への局所的適用のために適切であり、４以下のｐＨを有し、かつ水性連
続相で、（ｉ）Ｄ－グルコノ－δ－ラクトン、Ｄ－グルコノ－γ－ラクトン、Ｄ－グルコ
ン酸およびその混合物から選択される、（組成物の全重量に基づく重量で）少なくとも０
．５％の第１の成分と、（ｉｉ）グリオキシル酸、グリオキシル酸水和物、その塩および
その混合物から選択される、（組成物の全重量に基づく重量で）少なくとも０．１％の第
２の成分とを含み、毛髪整形組成物中の第１の成分（ｉ）対第２の成分（ｉｉ）の重量比
が１：１０～１０：１の範囲である、毛髪整形組成物を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪への局所的適用に適した毛髪整形組成物であって、該組成物が、４以下のｐＨを有
し、かつ水性連続相で、
　（ｉ）Ｄ－グルコノ－δ－ラクトン、Ｄ－グルコノ－γ－ラクトン、Ｄ－グルコン酸お
よびその混合物から選択される、（組成物の全重量に基づく重量で）少なくとも０．５％
の第１の成分と、
　（ｉｉ）グリオキシル酸、グリオキシル酸水和物、その塩およびその混合物から選択さ
れる、（組成物の全重量に基づく重量で）少なくとも０．５％の第２の成分と
を含み、
　ここで、毛髪整形組成物中の第１の成分（ｉ）対第２の成分（ｉｉ）の重量比が１０：
１～１：１０の範囲である、毛髪整形組成物。
【請求項２】
　第１の成分（ｉ）のレベルが、前記組成物の全重量に基づく重量で１．５％～２．５％
の範囲である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記第１の成分（ｉ）がＤ－グルコノ－δ－ラクトンである、請求項１または２に記載
の組成物。
【請求項４】
　第２の成分（ｉｉ）のレベルが、前記組成物の全重量に基づく重量で０．５％～２．５
％の範囲である、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記第２の成分（ｉｉ）がグリオキシル酸水和物である、請求項１～４のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の毛髪整形組成物の局所的適用によって毛髪を処理
し、続いて、処理された毛髪を機械的に整形するステップを含む、毛髪を整形する方法。
【請求項７】
　前記処理された毛髪が、１７０～２００℃の操作温度にて加熱ツールにより機械的にま
っすぐにすることによって、機械的に整形される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記毛髪整形組成物が、乾いた毛髪に局所的に適用される、請求項６または７に記載の
方法。
【請求項９】
　次のステップ：
　（ｉ）請求項１～５のいずれか一項に記載の毛髪整形組成物の局所的適用によって毛髪
を処理するステップ；
　（ｉｉ）処理された毛髪を機械的に整形するステップ；
　（ｉｉｉ）整形された毛髪をすすぐステップ、および
　（ｉｖ）すすがれた毛髪を機械的に再整形するステップ
を含む、毛髪を整形し再整形する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪整形組成物、より詳細には、毛髪のジスルフィド結合の切断を必要とし
ない毛髪整形組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生まれつき縮毛、巻き毛またはウェーブヘアを有する多くの人々が、毛髪を矯正するこ
とを望むことは多い。市販のパーマネント毛髪矯正組成物は、毛髪のジスルフィド結合を
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切断するための還元剤と、それに続く、所望の形状の新しいジスルフィド結合を再確立す
るための中和または酸化ステップを使用する、２ステッププロセスでの毛髪の化学処理を
ベースとしている。そのようなシステムは、それらと関連して様々な不利益を有し、プロ
セス自体が実行困難であり、多くの場合、この矯正プロセスは、専門サロンにおいて資格
のある美容師によって実施される。さらに、矯正プロセスは、毛髪にダメージを与えて、
不快な臭気を有し、かつ頭皮に刺激を引き起こす可能性がある。
【発明の概要】
【０００３】
　驚くべきことに、本発明者らは、毛髪のジスルフィド結合の切断を伴うパーマネント毛
髪矯正プロセスに慣例的に関連する化学的ダメージを引き起こすことなく、毛髪を整形す
ることができることを見出した。
【０００４】
　有利なことに、本発明の方法は、プロの美容師が関与することなく、消費者によって達
成可能である。さらに、本発明の方法によって整形された毛髪は、その後の洗浄の後でも
整形されたままである。
【０００５】
　本発明は、毛髪への局所的適用のために適切であり、４以下のｐＨを有し、かつ水性連
続相で、
　（ｉ）Ｄ－グルコノ－δ－ラクトン、Ｄ－グルコノ－γ－ラクトン、Ｄ－グルコン酸お
よびその混合物から選択される、（組成物の全重量に基づく重量で）少なくとも０．５％
の第１の成分と、
　（ｉｉ）グリオキシル酸、グリオキシル酸水和物、その塩およびその混合物から選択さ
れる、（組成物の全重量に基づく重量で）少なくとも０．１％の第２の成分とを含み、
　毛髪整形組成物中の第１の成分（ｉ）対第２の成分（ｉｉ）の重量比が１：１０～１０
：１の範囲である、毛髪整形組成物を提供する。
【０００６】
　本発明は、上記で定義された毛髪整形組成の局所的適用によって毛髪を処理し、続いて
、処理された毛髪を機械的に整形するステップを含む、毛髪の整形方法も提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　別途指定されない限り、全ての分子量は、本明細書で使用される場合、重量平均分子量
である。
【０００８】
　「水性連続相」とは、そのベースとして水を有する連続相を意味する。
【０００９】
　本発明による毛髪整形組成物は、一般に、（組成物の全重量に基づく重量で）少なくと
も６０％、好ましくは、少なくとも７０％、より好ましくは、少なくとも８０％の水を含
むであろう。好ましくは、組成物は、（組成物の全重量に基づく重量で）９９％以下、よ
り好ましくは、９８％以下の水を含む。低級アルキルアルコールおよび多価アルコールな
どの他の有機溶媒も存在していてもよい。低級アルキルアルコールの例としては、エタノ
ールおよびイソプロパノールなどのＣ１～Ｃ６一価アルコールが含まれる。多価アルコー
ルの例としては、プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセリンおよびプロ
パンジオールが含まれる。上記有機溶媒のいずれかの混合物も使用されてよい。
【００１０】
　本発明の毛髪整形組成物は、特に、Ｄ－グルコノ－δ－ラクトン、Ｄ－グルコノ－γ－
ラクトン、Ｄ－グルコン酸およびその混合物から選択される第１の成分（ｉ）を含む。
【００１１】
　Ｄ－グルコノ－δ－ラクトンは、Ｄ－グルコン酸の環式１，５－分子内エステルであり
、これは、Ｄ－グルコースの酵素酸化によって工業的に製造される。
【００１２】
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　Ｄ－グルコノ－δ－ラクトンは、微粒固体（例えば、結晶粉末）の形態で、それ自体で
入手可能である。水性媒体中、Ｄ－グルコノ－δ－ラクトンは、異性体（Ｄ－グルコノ－
γ－ラクトン）およびその加水分解生成物（Ｄ－グルコン酸）と一緒に、平衡混合物中に
存在する。
【００１３】
　これらの形態のいずれか、またはこれらの形態のいずれかの混合物も、本発明での使用
に適切である。
【００１４】
　好ましくは、Ｄ－グルコノ－δ－ラクトンそれ自体が、本発明の組成物中で使用される
。
【００１５】
　本発明の毛髪整形組成物において、第１の成分（ｉ）（好ましくは、Ｄ－グルコノ－δ
－ラクトン）のレベルは、組成物の全重量に基づく重量によって、好ましくは、０．５％
～６％、より好ましくは、１～３％、そして最も好ましくは、１．５～２．５％の範囲で
ある。
【００１６】
　本発明の毛髪整形組成物は、特に、グリオキシル酸、グリオキシル酸、グリオキシル酸
一水和物、その塩およびその混合物から選択される第２の成分（ｉｉ）を含む。
【００１７】
　グリオキシル酸（ＯＨＣ－ＣＯＯＨ）は、特定の条件下で、次式（Ｉ）の水和物として
存在することが知られている。

【化１】

【００１８】
　また、グリオキシル酸は、アルデヒドと水和物の両形態の混合物として存在していても
よい。水和物は、次式（ＩＩ）の二量体に縮合していてもよい。

【化２】

【００１９】
　グリオキシル酸は、アルカリ金属（好ましくは、ナトリウム）、アルカリ土類金属（好
ましくは、カルシウム）、アンモニウムおよび置換アンモニウムイオンなどの対イオンと
塩も形成する。
【００２０】
　これらの形態のいずれか、またはこれらの形態のいずれかの混合物も、本発明での使用
に適切である。
【００２１】
　好ましくは、水溶液中のグリオキシル酸が本発明の組成物において使用される。水溶液
中のグリオキシル酸は、一般に、わずかな割合の式（ＩＩ）の二量体と一緒に、式（Ｉ）
の水和物として存在する。
【００２２】
　本発明の毛髪整形組成物において、第２の成分（ｉｉ）（好ましくは、式（Ｉ）のグリ
オキシル酸水和物）のレベルは、組成物の全重量に基づく重量によって、好ましくは、０
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．１％～８％、より好ましくは、０．２～４％、そして最も好ましくは、０．５～２．５
％の範囲である。
【００２３】
　本発明の毛髪整形組成物において、第１の成分（ｉ）（好ましくは、Ｄ－グルコノ－δ
－ラクトン）対第２の成分（ｉｉ）（好ましくは、式（Ｉ）のグリオキシル酸水和物）の
重量比は、好ましくは、約８：１～約３：５の範囲、より好ましくは、約５：１～約１：
１の範囲である。
【００２４】
　有利であることに、本発明の毛髪整形組成物は、還元剤の組込みを必要とせず、かつ本
発明による毛髪整形組成物は、一般に、そのような材料を実質的に含まない。
【００２５】
　本発明に関して、「実質的に含まない」という用語は、還元剤が存在しないか、または
組成物の全重量に基づく重量によって、０．１％以下、好ましくは、０．０１％以下、よ
り好ましくは０～０．００１％などの微量でのみ含まれることを意味する。
【００２６】
　本発明に関して、「還元剤」という用語は、３～１５分の範囲の期間、そして約２０～
３０℃の範囲の温度において毛髪に適用された場合に毛髪のジスルフィド結合を切断する
ために有効である薬剤を意味する。そのような還元剤の例は、アンモニウムチオグリコレ
ート（約７～１０．５のｐＨを有する溶液中）、グリセリルモノチオグリコレート（７未
満のｐＨにおいて利用される）、チオグリコール酸、ジチオグリコール酸、メルカプトエ
チルアミン、メルカプトプロピオン酸、ジチオグリコレートおよびアルカリ金属またはア
ンモニウムスルフィットもしくはジスルフィットである。
【００２７】
　本発明による毛髪形成組成物は、適切には、コンディショニングゲル相を有し得、これ
は、一般に、界面活性剤二重層からなるゲル（Ｌβ）界面活性剤中間相として特徴づけら
れてよい。そのようなコンディショニングゲル相は、カチオン性界面活性剤、高融点脂肪
アルコールおよび水性担体から形成されてもよい。典型的に、これらの成分は、加熱され
て混合物を形成し、これは剪断下で室温まで冷却される。混合物は、冷却間に複数回の相
転位を受け、それによって、通常、界面活性剤二重層からなるゲル（Ｌβ）界面活性剤中
間相が得られる。
【００２８】
　コンディショニングゲル相を形成するために有用である適切なカチオン性界面活性剤の
例としては、次の一般式：
　［Ｎ（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］＋（Ｘ）－

　（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、それぞれ、（ａ）１～２２個の炭素原子を有
する脂肪族基、あるいは
　（ｂ）２２個までの炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン、ア
ルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリーまたはアルキルアリール基から独立して選択
され；かつＸは、ハライド、（例えば、クロリド、ブロミド）、アセテート、シトレート
、ラクテート、グリコレート、ホスフェートナイトレート、スルフェートおよびアルキル
スルフェート基から選択されたものなどの塩形成アニオンである）に相当する四級アンモ
ニウムカチオン性界面活性剤が含まれる。
【００２９】
　脂肪族基は、炭素および水素原子のほかに、エーテル結合およびアミノフェノール基な
どの他の基を含有することが可能である。より長鎖、例えば、約１２個以上の炭素の脂肪
族基は、飽和または不飽和であることが可能である。
【００３０】
　そのような上記一般式の四級アンモニウムカチオン性界面活性剤の具体例は、セチルト
リメチルアンモニウムクロリド、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド（ＢＴＡＣ）
、セチルピリジニウムクロリド、テトラメチルアンモニウムクロリド、テトラエチルアン
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モニウムクロリド、オクチルトリメチルアンモニウムクロリド、ドデシルトリメチルアン
モニウムクロリド、ヘキサデシルトリメチルアンモニウムクロリド、オクチルジメチルベ
ンジルアンモニウムクロリド、デシルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ステアリ
ルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ジドデシルジメチルアンモニウムクロリド、
ジオクタデシルジメチルアンモニウムクロリド、タロートリメチルアンモニウムクロリド
、ココトリメチルアンモニウムクロリド、ジパルミトイルエチルジメチルアンモニウムク
ロリド、ＰＥＧ－２オレイルアンモニウムクロリドおよびこれらの塩であり、クロリドは
、他のハライド（例えば、ブロミド）、アセテート、シトレート、ラクテート、グリコレ
ート、ホスフェートナイトレート、スルフェートまたはアルキルスルフェートによって置
換される。
【００３１】
　上記一般式のカチオン性界面活性剤の好ましい分類において、Ｒ１は、Ｃ１６～Ｃ２２

飽和または不飽和、好ましくは、飽和アルキル鎖であり、かつＲ２、Ｒ３およびＲ４は、
それぞれ、ＣＨ３およびＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、好ましくは、ＣＨ３から独立して選択される
。
【００３２】
　コンディショニングゲル相を形成するために使用される、そのような好ましい四級アン
モニウムカチオン性界面活性剤の具体的な例は、セチルトリメチルアンモニウムクロリド
（ＣＴＡＣ）、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド（ＢＴＡＣ）およびその混合物
である。
【００３３】
　上記カチオン性界面活性剤のいずれの混合物も適切であり得る。
【００３４】
　カチオン性界面活性剤のレベルは、適切には、（組成物の全重量に基づくカチオン性界
面活性剤の全重量による）０．１％～１０％、好ましくは、０．２％～５％、より好まし
くは、０．２５％～４％の範囲である。
【００３５】
　「高融点」とは、本発明に関して、一般に、２５℃以上の融点を意味する。一般に、融
点は、２５℃～９０℃、好ましくは、４０℃～７０℃、そしてより好ましくは、５０℃～
６５℃の範囲である。
【００３６】
　高融点脂肪アルコールは、単一化合物として、あるいは少なくとも２種の高融点脂肪ア
ルコールのブレンドまたは混合物として使用することができる。脂肪アルコールのブレン
ドまたは混合物が使用される場合、融点は、ブレンドまたは混合物の融点を意味する。
【００３７】
　この種類の適切な脂肪アルコールは、Ｒが脂肪族炭素鎖である、一般式Ｒ－ＯＨを有す
る。好ましくは、Ｒは、８～３０個の炭素原子、より好ましくは、１４～３０個の炭素原
子、最も好ましくは、１６～２２個の炭素原子を含む飽和脂肪族炭素鎖である。
【００３８】
　Ｒは、炭素および水素原子のほかに、エーテル結合およびアミノ基などの他の基を含有
することができる。
【００３９】
　最も好ましくは、脂肪アルコールは、ｎが１５～２１、好ましくは、７～２９の整数で
ある、一般式ＣＨ３（ＣＨ２）ｎＯＨを有する。
【００４０】
　適切な脂肪アルコールの具体例は、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニ
ルアルコールおよびその混合物である。セチルアルコール、ステアリルアルコールおよび
その混合物が特に好ましい。
【００４１】
　上記脂肪アルコールのいずれの混合物も適切であり得る。
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【００４２】
　脂肪アルコールのレベルは、適切には、（組成物の全重量に基づく重量によって）０．
０１％～１０％、好ましくは、０．１％～８％、より好ましくは、０．２％～７％、最も
好ましくは、０．３％～６％の範囲である。
【００４３】
　カチオン性界面活性剤対脂肪アルコールの重量比は、適切には、１：１～１：１０、好
ましくは、１：１．５～１：８、最適には、１：２～１：５である。
【００４４】
　本発明による毛髪整形組成物は、性能および／または消費者認容性を高めるために、他
の任意成分を含み得る。適切な任意成分としては、防腐剤、着色剤、キレート化剤、酸化
防止剤、香料、抗菌剤、反フケ剤、カチオン性コンディショニングポリマー、スタイリン
グ成分、日焼け止め、タンパク質および加水分解タンパク質が含まれる。
【００４５】
　本発明の毛髪整形組成物のｐＨは、４以下、好ましくは、１．５～３．８、より好まし
くは、２．５～３．５、そして最も好ましくは、２．８～３．２の範囲である。
【００４６】
　好ましくは、毛髪整形組成物は、単一用量組成物である。本発明に関して、「単一用量
」という用語は、１回で組成物が毛髪に局所的に適用されることを意味する。
【００４７】
　本発明の毛髪整形組成物は、毛髪ボリュームダウン改善のための毛髪への局所的適用に
適切である。本発明に関して、「ボリュームダウン」は、一般に、毛髪の明白なかさ高さ
の減少を意味する。多くの消費者にとって、毛髪ボリュームダウンの改善は、真直度、平
滑度、管理可能性およびスタイル維持の改善などの複数の関連利益をもたらす。
【００４８】
　本発明の毛髪整形組成物は、好ましくは、１５～４０℃の温度で、より好ましくは、２
０～３０℃の温度で、毛髪に局所的に適用される。
【００４９】
　好ましくは、組成物は、乾いた毛髪に適用される。本発明に関して、「乾いた毛髪」と
いう用語は、一般に、遊離水（すなわち、表皮表面において膜または液滴として配置され
た水）が実質的に除去された毛髪を意味する。毛髪は、空気に曝露することによって、加
熱された毛髪乾燥器具の使用によって、吸水性物品でこすることによって、またはこれら
の方法のいずれかの組み合わせによって乾燥されてもよい。好ましくは、乾いた毛髪は、
組成物の局所的適用の２時間前まで、好ましくは３時間前まで、（シャンプー、コンディ
ショニング、リンスまたは水性組成物による他の処理などによって）洗浄または積極的に
濡らされず、かつ周囲条件に適応させられるであろう。そのような状況において、適用時
の組成物の吸着を妨げる遊離水の存在が実質的にない。本発明に関して、乾いた毛髪の適
切な指標は、計算された含水量が、毛髪繊維の全重量に基づく重量で２５％を超えない毛
髪繊維であろう。
【００５０】
　毛髪への局所的適用後、毛髪整形組成物は、すすがずに、毛髪に接触させたままにする
ことが好ましい。より好ましくは、そのようにして処理された毛髪が乾くまで、毛髪整形
組成物をすすがずに、毛髪に接触させたままにする。
【００５１】
　そのようにして処理された毛髪は、空気に曝露することによって自然に、加熱された毛
髪乾燥器具の使用によって、吸水性物品でこすることによって、またはこれらの方法のい
ずれの組み合わせによって乾燥されてもよい。
【００５２】
　毛髪を自然乾燥させる場合、毛髪整形組成物は、少なくとも約３分～３時間以上までの
期間、局所的適用後に毛髪と接触させたままにしてもよい。
【００５３】
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　本発明の方法のステップ（ｉｉ）において、処理された毛髪は機械的に整形される。
【００５４】
　本発明の方法における毛髪の機械的整形は、手指、プラスチックヘアピックまたはくし
の尾部などの手段によって達成することができ、成形は、様々な数の毛髪の束を含む毛髪
部分で実行される。そのような手段を使用して、毛髪は、まっすぐにした形状へと引っ張
られ、とかされ、撫でつけられ、押され、または平らにされ得るか、あるいは穏やかに湾
曲、ウェーブまたはカールへと整形され得る。
【００５５】
　好ましくは、本発明の方法のステップ（ｉｉ）において、毛髪は、機械的にまっすぐに
することによって、機械的に整形される。例えば、毛髪は、まっすぐにした形状へと引っ
張られ、くしをかけられ、撫でつけられ、押され、または平らにされ得る。
【００５６】
　電気加熱式平型ヘアアイロンまたはハンドヘルド式ヘアドライヤーなどの加熱ツールが
、機械的整形ステップにおいて使用されてもよい。そのようなツールは、高度の熱を毛髪
に直接適用し、そして通常、特定ツール次第の上限で、少なくとも５０℃の温度設定で利
用される。
【００５７】
　好ましくは、毛髪は、電気加熱式平型ヘアアイロンによって、機械的にまっすぐにする
ことによって、本発明の方法のステップ（ｉｉ）において機械的に整形される。電気加熱
式平型ヘアアイロンは、通常、少なくとも１２０℃の温度で使用され、そして２３０℃程
度の高温まで達することができる。しかしながら、本発明の方法は、これより有意に低い
操作温度（例えば、約１７０～２００℃）においても良好な結果をもたらす。毛髪へのダ
メージを最小化することに関して、これは特に有利である。
【００５８】
　本発明による典型的な毛髪の整形方法において、毛髪整形組成物は、乾いた毛髪に局所
的に適用され、そしてそのようにして処理された毛髪は、１５～４０℃の温度、好ましく
は、２０～３０℃の温度において、真直ぐにとかされる。処理され、とかされた毛髪は、
毛髪から組成物をすすがずに、乾燥し（または乾燥され）、次いで、乾いた毛髪は、１２
０～２２０℃、好ましくは、１５０～２１０℃、そしてより好ましくは、１７０～２００
℃の操作温度において加熱ツール（好ましくは、電気加熱式平型ヘアアイロン）によって
、機械的にまっすぐにすることによって、機械的に整形される。
【００５９】
　次いで、毛髪整形組成物は、次の洗浄の時に毛髪からすすがれ得る。
【００６０】
　驚くべきことに、本発明者らは、洗浄後、本発明による毛髪整形組成物によって提供さ
れた「ボリュームダウン」の改善が持続可能であることを見出した。
【００６１】
　したがって、本発明は、次のステップ：
　（ｉ）上記で定義される毛髪整形組成物の局所的適用によって毛髪を処理するステップ
；
　（ｉｉ）処理された毛髪を機械的に整形するステップ；
　（ｉｉｉ）整形された毛髪をすすぐステップ、および
　（ｉｖ）すすがれた毛髪を機械的に再整形するステップ
　を含む、毛髪を整形し再整形する方法を提供する。
【００６２】
　本発明による典型的な毛髪の整形および再整形方法において、毛髪整形組成物は、乾い
た毛髪に局所的に適用され、そしてそのようにして処理された毛髪は、１５～４０℃の温
度、好ましくは、２０～３０℃の温度において、真直ぐにとかされる。処理され、とかさ
れた毛髪は、毛髪から組成物をすすがずに、乾燥し（または乾燥され）、次いで、乾いた
毛髪は、１２０～２２０℃、好ましくは、１５０～２１０℃、そしてより好ましくは、１
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髪整形組成物は、次の洗浄時、すなわち、典型的に、ステップ（ｉ）の組成物の最初の適
用から約２４～７２時間後に毛髪からすすがれる。次いで、すすがれた毛髪は、機械的に
再整形される。
【００６３】
　すすぎステップは、水単独で、またはシャンプーを用いて行われてよい。
【００６４】
　加熱ツールの使用は、再成形ステップにおいて不可欠ではない。これは、例えば、毛髪
が傷みやすいか、または漂白もしくはパーマなどの以前の化学処理で過度に処理されてい
る場合、毛髪の高温への曝露を減少させたいか、または避けたいと望む消費者にとって特
に有利である。
【００６５】
　したがって、毛髪は、好ましくは、１５～４０℃の温度において、より好ましくは、２
０～３０℃の温度において、まっすぐにした形状へととかすことによって再整形される。
【００６６】
　上記方法ステップ（ｉ）～（ｉｖ）は、１回またはそれ以上（例えば、２または３回）
のサイクルで繰り返されてもよい。
【００６７】
　本発明は、次の非限定的な実施例を参照して、さらに説明される。
【００６８】
　実施例において、全ての成分は、全配合物の重量パーセントによって、活性成分のレベ
ルとして表される。（本発明によらない）比較例は、文字によって示され、本発明による
例は、番号によって示される。
【００６９】
　［実施例］
　［例１ならびに（比較）例ＡおよびＢ］
　長さ２５ｃｍおよび重量２グラムの濃褐色ヨーロッパ人ウェーブヘア＃６スウィッチを
、次の試験溶液に浸漬した：
　例Ａ：水溶液、２％Ｄ－グルコノ－δ－ラクトン
　例Ｂ：水溶液、２％グリオキシル酸
　例１：水溶液、２％グリオキシル酸および２％Ｄ－グルコノ－δ－ラクトン
　対照スイッチを水に浸漬した。
【００７０】
　３０分後、スイッチを取り出し、そして２０℃および５０％ＲＨで乾燥させた。乾燥時
、スイッチを２００℃において、矯正機を使用して、５～７パスでアイロンがけした。
【００７１】
　スイッチをその後、複数回洗浄し、そして乾燥時およびとかした後、スイッチの像を撮
影した。
【００７２】
　スイッチのボリュームは、像分析キットを使用して測定された。スイッチのボリューム
は、トリートメントのボリュームダウン（真直度）の利益を示す（ここで、ボリュームと
は、スクリーン上のスイッチ像の射影を意味し、かつｍｍ２で示される）。対照（水）に
関するパーセント利益（すなわち、ボリュームの減少）も測定された。
【００７３】
　結果を表１に示す。
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【表１】

【００７４】
　この表から、例１で処理されたスイッチが、複数回の洗浄後に、真直度を持続すること
がわかる。それとは対照的に、例Ａまたは例Ｂで処理されたスイッチの真直度は次第に低
下する。これは、本発明による組成物が、より長期の持続的な真直度に関して相乗的な利
益を提供することを示す。
【００７５】
　［例２］
　次の配合物は、本発明による毛髪整形組成物を説明する。

【表２】



(11) JP 2018-520175 A 2018.7.26

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2018-520175 A 2018.7.26

10

20

30

40



(13) JP 2018-520175 A 2018.7.26

10

20

30

40



(14) JP 2018-520175 A 2018.7.26

10

20

30

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(74)代理人  100143823
            弁理士　市川　英彦
(74)代理人  100151448
            弁理士　青木　孝博
(74)代理人  100196483
            弁理士　川嵜　洋祐
(74)代理人  100203035
            弁理士　五味渕　琢也
(74)代理人  100185959
            弁理士　今藤　敏和
(74)代理人  100160749
            弁理士　飯野　陽一
(74)代理人  100160255
            弁理士　市川　祐輔
(74)代理人  100202267
            弁理士　森山　正浩
(74)代理人  100146318
            弁理士　岩瀬　吉和
(74)代理人  100127812
            弁理士　城山　康文
(72)発明者  ポール，プレム・クマール・チェヤラザガン
            イギリス国、マージーサイド・シーエイチ６３・３ジエイダブリユー、ウイラル、ベビントン、ク
            ワリー・ロード・イースト、ユニリーバー・アール・アンド・デイー・ポート・サンライト
(72)発明者  ロジャース，シャーロット・ブレオニー・タンディ
            イギリス国、マージーサイド・シーエイチ６３・３ジエイダブリユー、ウイラル、ベビントン、ク
            ワリー・ロード・イースト、ユニリーバー・アール・アンド・デイー・ポート・サンライト
Ｆターム(参考) 4C083 AC072 AC301 AC302 AC692 AC841 AC842 AD152 CC32  DD23  DD27 
　　　　 　　        DD33  EE25 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

